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　2003年に結成されたフリージア・シンジケートは林満治
氏（代表）、本田正志氏、田中洋希氏、影山洋平氏の４名で
運営されています。
　ＪＡ計根別の中では最初のシンジケートで、高インデッ
クスの受精卵を導入し、繁栄させる事業に積極的に取り組んできました。その結果として今年
２月にはシンジケート生産の種雄牛フリージア・EJ・クラウン・ET（JP4H53469、デビー
ジョーの孫息牛）がNTP第35位で供用され、メンバーの士気も一段と高まっています。現在は
この他にチーフ・アデイーンの娘フリージア・グレイスフル・アメリーET（写真）を始め、ダ
ンケー・ストームテイナ、ブロンデイン・ゴールドウイン・サブリナなど毎年新しい血液を導入
し、改良を進めています。

JP4H53469

フリージア・EJ・クラウン・ET

〜フリージア・シンジケートがホルスタインマガジン8月号の表紙を飾る〜
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第48回計根別農協
畜産総合共進会
入賞牛紹介

フォレスト GW ティナ ET　Ｈ21.8.6
父　プレイデール ゴールドウイン ET
母　ダンケー ストーム ティナ ET

出品者　林　　満治

HS レーモンデール アドベント　Ｈ21.9.1
父　KHW カイト アドベント RED ET
母　HS チャンピオン ダーハム

出品者　本田　敏明

BF パール アン テンプター　Ｈ22.10.8
父　ハピイイースト アール エス テンプター ET
母　BF パール アンバレット

出品者　本田　敏明

フォレスト ミニスター ボス　Ｈ21.1.6
父　ミスター ミニスター
母　フォレスト デスカバリー ボス

出品者　林　　満治

メモリー ジャーランチェ サンセット　Ｈ22.7.14
父　ジェンマーク ストーマティック サンチエス
母　メモリー ジャランチェ ギブソン

出品者　北村　　篤

サンハイ コピア DH サンチェス　Ｈ22.4.11
父　ジェンマーク ストーマティック サンチェス
母　サンハイ コピア ダーハム クリス

出品者　㈲サンハイファーム

ベルヤング バレット スター　Ｈ21.12.15
父　サンディバレー バレット ET
母　ベルヤング カット ベル

出品者　滝本　周太

と　　き　平成23年6月9日
場　　所　計根別農協共進会会場
審 査 員　乳用牛の部　人見　智亮氏（ジェネティクス北海道）

　 　 　　肉用牛の部　岸　　大輔氏（北海道酪農畜産協会）

出品頭数　ホルスタイン種　100頭
　　　　　黒　毛　和　種　  20頭
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スターフィールド ヒンペル ビーナス ルフィ　Ｈ19.4.21
父　レーガンクレスト エルトン ダーハム ET
母　スターフィールド ヒンベル ビーナス ルキア

出品者　星野　　淳

HET ティーエス レリーシア ET　Ｈ20.11.25
父　ジェニールー MRSHL トイストーリー
母　HEF リーエス アリシア ET

出品者　㈲ハイエストファーム

スターフィールド ヒンペル カウント ラディッシュ　Ｈ20.3.11
父　ファーオーラ デビージョー ドレーク
母　スターフィールド ヒンベル カウント リリック

出品者　星野　　淳

倶亜夢　Ｈ22.7.21
父　百合茂　　母　いとあすひめ
祖父　美津福　　曾祖父　糸光

出品者　唐崎　幸司

スターフィールド ヒンペル カウント デリック　Ｈ18.5.13
父　レーガンクレスト エルトン ダーハム ET
母　スターフィールド ヒンベル カウント リリック

出品者　星野　　淳

いとひらはな　Ｈ22.9.3
父　平茂勝　　母　いとたけはな
祖父　北国7の8　　曾祖父　賢深

出品者　高橋　英昭

ふみ　Ｈ17.9.25
父　安平　　母　いとひめ
祖父　隆桜　　曾祖父　糸秀

出品者　漆原　俊之

ゆきやす　Ｈ21.9.10
父　金幸　　母　いとやす
祖父　安平　曾祖父　第７糸桜

出品者　佐久間　忠
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み
ん
な
の
た
め
、地
域
の
た
め
、頑
張
る
ぞ
ー

年部　　　版

　

六
月
…
…
皆
さ
ん
何
か
お
忘
れ
で
は
無
い
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
う
!!!
六
月
と
言
え
ば
青
年
部
活
動
の
日
が
あ
る
で
は
な
い
で
す
か
!!

　

お
気
づ
き
の
方
も
多
々
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
交
差
点
が
見
や
す
く
な
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？

　

青
年
部
は
部
員
一
丸
と
な
り
、
各
地
区
に
分
か
れ
、
交
差
点
の
草
刈
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
毎
年
行
っ
て
い
る
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
青

年
部
で
は
「
青
年
部
活
動
の
日
」
と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、六
月
十
五
日
に
養
老
牛
モ
ア
ン
山
の
牛
文
字
の
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
生
憎
の
悪
天
候
で
し
た
が
、
無
事　

ケ
ガ
も
無
く
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
！
モ
ア
ン
山
の
牛
文
字
を
見
て
下

さ
い
!!　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
青
年
部
事
務
局
補
佐　

石
川
》

無事、草刈りを終えた　屈強な男達
「我々が牛文字の草刈りをしました（ドヤ顔）」

モ
ア
ン
山
ま
で
打
っ
た
る
で
～

無我夢中で草刈りをしています

太田「事故に気をつけなはれや！！」
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六
月
十
六
日
（
木
）
に
養
老

牛
支
部
で
は
お
歳
暮
ギ
フ
ト
等

で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
野
付

漁
業
協
同
組
合
、
中
標
津
町
協

和
に
あ
る
、
し
い
た
け
の
栽
培
・

販
売
を
行
っ
て
い
る
太
陽
農
場

の
二
ケ
所
を
視
察
し
て
参
り
ま

し
た
。

　

野
付
漁
協
で
は
、
ホ
タ
テ
、
鮭

等
の
海
産
物
の
説
明
か
ら
、
冷

凍
加
工
工
場
の
視
察
見
学
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年

は
、
地
震
の
影
響
で
エ
ビ
、
鮭

の
漁
獲
が
落
ち
込
む
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

冷
凍
加
工
工
場
で
は
、
厳
し
い
衛
生
管
理
が
な
さ

れ
て
お
り
、
沢
山
の
方
の

手
に
よ
っ
て
工
場
が
運
営

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

太
陽
農
場
で
は
、
オ
ガ

屑
を
菌
床
に
『
し
い
た
け
』

が
栽
培
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
二
十
年
ほ
ど
栽
培
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

い
ま
だ
に
な
に
が
良
く
て

沢
山
出
来
る
の
か
よ
く
分

か
っ
て
い
な
い
と
も
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ほ

ど
、
キ
ノ
コ
と
い
う
も
の

は
栽
培
が
難
し
い
も
の
だ
と
も
説
明
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
販
売
に
つ
い
て
も
大
変
ご
苦
労
さ
れ
て

い
る
と
語
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
視

察
を
快
く
お
受

け
く
だ
さ
っ
た

野
付
漁
協
、
太

陽
農
場
、
大
変

良
い
勉
強
と
な

り
ま
し
た
。
こ

の
場
を
借
り
て

お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

《
広
報
部
会

下
川
原
康
弘
》

野付漁協の冷凍加工工場
徹底した衛生管理で製品を製造しております。

真剣に視察するDr.K

ＪＡ計根別青年部 養老牛支部 視 察 研 修 会

個人事業税・第１期の納期限は８月 31日㈬です
　個人事業税は、個人事業を営む方に、その事業の所得を基礎として、課税される道税です。
　根室振興局から送付される納税通知書により、８月（第１期）と11月（第２期）の２回に分けて
それぞれ納期限までに納めていただきます。（但し、年税額が１万円以下の場合には、第１期の納
期限までに全額を納めていただきます。）
　平成23年度は、第１期分は８月31日㈬、第２期分は11月30日㈬が納期限です。
　また、納税には便利で確実な口座振替がおすすめです。
　詳しいお問い合わせは、根室振興局税務課まで。

お問い合わせ　根室振興局税務課　〒087−8588　根室市常盤町３丁目28番地
課税に関すること（課税係）0153−24−5479
納税に関すること（納税係）0153−24−5466

太陽農場の栽培室
温度と湿度の管理が大変そうです

立
派
な
キ
ノ
コ
で
す
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六
月
七
日
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
で
は
毎
年
行
っ
て
い

る「
お
茶
し
ま
せ
ん
か
？
」

の
料
理
交
流
会
を
交
流
セ

ン
タ
ー
に
て
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
フ
ラ
イ
パ

ン
で
出
来
る
料
理
」
を

テ
ー
マ
に
「
チ
ュ
ロ
ス
」

「
ベ
ー
グ
ル
」
を
作
り
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
材
料
を
計
る
の
に
時
間
は
掛
か

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
混
ぜ
る
だ
け
な
の

で
、
チ
ュ
ロ
ス
は
油
で
揚
げ
、
ベ
ー
グ
ル
は
発
酵
な

し
で
フ
ラ
イ
パ
ン
で
少
し
ゆ
で
て
、
両
面
を
焼
い
て

出
来
上
が
り
！
ベ
ー
グ
ル
は
半
分
に
切
っ
て
、
マ

ス
タ
ー
ド
と
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
を
塗
っ
て

ハ
ム
と
チ
ー
ズ
を

は
さ
み
ま
し
た
。

こ
れ
だ
け
で
は
、

お
腹
い
っ
ぱ
い
に

な
ら
な
い
か
な
と

思
い
「
ポ
テ
ト
磯

辺
焼
き
」
も
作
り

ま
し
た
。

《
事
務
局
・
岩
本
》

　

六
月
二
日
、
西
春
別

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て

緑
会
六
名
が
参
加
し

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
行
い

ま
し
た
。

　

な
か
な
か
入
ら
ず
、

自
分
が
何
回
で
入
れ
た

か
わ
か
ら
な
く
な
り
、

大
笑
い
し
な
が
ら
２

コ
ー
ス
周
り
ま
し
た
。

終
わ
っ
た
頃
に
は
、
汗

を
か
き
と
て
も
い
い
運

動
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
順
位
は
一
位
河
合
き
く
え
さ
ん
、
二
位
北
村

照
子
さ
ん
、
三
位
笹
島
育
子
さ
ん
と
な
り
ま
し
た
。　

場
所
を
移
し
て
、
皆
で
昼
食
を
食
べ
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
事
務
局　

岩
本
》

健康講習会 

私、次で何回目だったかしら…？？？

ボ
ー
ル
ど
こ
？
入
れ
た
の
か
な
？
？

私
た
ち
大
丈
夫
か
し
ら
…
笑

こんなに着込んでるけど、暑いよ～！！

お
茶
し
ま
せ
ん
か
？

今日のメニューです☆

女
性
部 

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

～パークゴルフ～
女性部
緑会

早く食べたいな～

ハム・チーズもう１枚づつ入れちゃう？

こ
れ
お
い
し
い
よ
～
。

や
っ
ぱ
り
私
た
ち
が
作
っ
た
か
ら
よ
っ
!!

僕の分の「チュロス」あるぅ？？
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Ｊ
Ａ
根
室
地
区
女
性
協
議

会
で
は
六
月
十
四
日
、
中
標

津
町
寿
宴
に
て
札
幌
市
在
住

の
Ｋ
Ｓ
企
画
代
表
：
河
合
知

子
氏
を
講
師
と
し
て
迎
え

「
牛
乳
を
搾
る
暮
ら
し
と
飲

む
暮
ら
し
」
～
根
室
管
内
お

嫁
さ
ん
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
み

る
農
村
生
活
～
と
題
し
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
研
修
に
は
管

内
女
性
部
員
と
Ｊ
Ａ
役
職
員
・
青
年
部
員
・
事
務
局
等
九
十
名

近
く
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
昨
年
、
根
室
管
内
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
方
を
対

象
に「
お
嫁
さ
ん
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
し
、そ
の
結
果
を
基
に
、

「
お
嫁
さ
ん
ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
味
」・「
根
室
管
内
農
家
の
お
嫁

さ
ん
が
考
え
て
る
こ
と
」「
ど
う
変
え
て
い
く
か
」「
根
室
農
業

へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
午

後
か
ら
は
、
午
前
中
の
説
明

に
対
し
て
の
質
疑
応
答
を
行

い
研
修
会
を
終
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
《
事
務
局　

岩
本
》

女性部

苗
植
え
と

  

種
ま
き
し
ま
し
た
～
!!

　

六
月
八
日
、
天
気
は
晴
れ
！
当
Ｊ
Ａ
ス
タ
ン
ド
横

の
花
壇
に
女
性
部
役
員
で
耕
し
、
畝
に
し
て
か
ら
、

サ
ル
ビ
ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
等
を
植
え
た
後
、「
ひ

ま
わ
り
」「
フ
ラ
ワ
ー
ミ
ッ
ク
ス
」
と
「
コ
ス
モ
ス
」

は
根
室
地
区
女
性
協
議
会
で
フ
ラ
ワ
ー
ハ
ー
モ
ニ
ー

「
コ
ス
モ
ス
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
蒔
き
ま
し
た
。

　

と
て
も
キ
レ
イ
に
咲
い
て
ま
す
の
で
、み
な
さ
ん
近

く
を
通
っ
た
時
に
は
是
非
見
て
く
だ
さ
い
。

　

役
員
の
み
な
さ
ん
暑
い
中
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
事
務
局　

岩
本
》

部
員
の
皆
さ
ん
真
剣
に
聞
い
て
ま
す
。

ＪＡ根室地区女性部研修会

長谷川副部長！
バレーの練習ですか!?

こ
こ
で
い
い
の
か
な
？

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
。

看板新しくしました～！！
楽しく出来ました＊

講師：河合知子氏
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中
標
津
農
業
高
校

の
酪
農
委
託
実
習
が

六
月
七
日
（
火
）
か

ら
十
六
日
（
木
）
の

十
日
間
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
当
農
協
で
は

二
名
の
生
徒
が
実
習

を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

田
中
洋
希
牧
場
、
北

村
篤
牧
場
で
受
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
名
の
生
徒
は
一
生
懸
命
実
習
に
励
み
、
田
中
さ
ん

も
北
村
さ
ん
も
ご
満
悦
で
し
た
。

　

実
習
し
た

生
徒
さ
ん
、

お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。
そ

し
て
受
入
れ

て
下
さ
っ
た

田
中
さ
ん
、

北
村
さ
ん
、

本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

《
営
農
支
援

課　

吉
田
》

委 託実習受入 ! !
中標津

農業高等
学校

　

六
月
十
三
日（
月
）

か
ら
十
七
日
（
金
）

の
五
日
間
、
別
海
高

等
学
校
の
酪
農
委
託

実
習
が
行
わ
れ
、
生

徒
二
名
が
そ
れ
ぞ
れ

柵
木
貞
男
牧
場
、
岡

崎
克
彦
牧
場
で
酪
農

実
習
を
行
い
ま
し

た
。

　

短
い
期
間
で
し
た
が
、
一
生
懸
命
実
習
に
励
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
こ
の
実
習
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
活
か
し
て

い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま

す
。

　

受
入
れ
て

下
さ
っ
た
柵

木
さ
ん
、
岡

崎
さ
ん
本
当

に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

《
営
農
支
援

課　

吉
田
》

別海
高等学校

鈴
木
英
里
佳
さ
ん（
岡
崎
克
彦
牧
場
）

バ
ン
カ
ー
サ
イ
ロ
の
補
修
中
。

収
穫
前
の
大
事
な
仕
事
で
す
。

臼杵直人君（柵木貞男牧場）
一生懸命仕事してくれました。

実習終了後に「早起きして仕事して食べるご飯は
すごくおいしかったです。」と言うとりましたわ。

中
塚
空
基
君（
田
中
洋
希
牧
場
）

環
境
整
備（
草
刈
）も
酪
農
の

大
事
な
お
仕
事
で
す
。

泉大知君（北村篤牧場）
「シャチョー！牛洗い終わりました！」

自宅が酪農家の大沢侑矢君は企業
実習をＪＡけねべつで行いました。
Ａコープけねべつ店で陳列作業
「ハイ大沢です！」
「僕、この仕事むいてるかも？」

企業実習
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那須拓陽高校・矢板高校実習生受入
　

毎
年
恒
例
と
な
る
、
栃
木

県
那
須
拓
陽
高
校
と
矢
板
高

校
の
生
徒
に
よ
る
酪
農
実
習

も
昨
年
は
口
蹄
疫
の
影
響
で

中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

年
は
両
校
合
わ
せ
て
二
十
三

人
（
拓
陽
十
四
名
・
矢
板
九

名
）
の
生
徒
が
七
月
十
一
日

～
二
十
二
日
の
日
程
で
実
習

が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
例
年

は
二
年
生
の
み
の
実
習
で
す

が
今
年
に
つ
い
て
は
、
昨
年

来
ら
れ
な
か
っ
た
三
年
生（
希

望
者
の
み
）
六
名
も
実
習
に

来
て
い
ま
す
。

　

受
入
式
で
は
西
塚
組
合
長
が
「
貴
重
な
体
験
な
の
で
怪
我
の
無
い

よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
最
後

に
生
徒
を
代
表
し
拓
陽
高
校
三
年
の
高
久
美
貴
さ
ん
が
挨
拶
を
し
終

了
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
迎
え
に
来
て
下

さ
っ
た
各
農
家
さ
ん
に
緊
張

し
た
面
持
ち
で
挨
拶
を
交
わ

し
そ
れ
ぞ
れ
実
習
先
へ
と
向

か
い
ま
し
た
。

　

尚
、
こ
の
実
習
は
昭
和

三
十
八
年
に
矢
板
高
生
を
受

け
入
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
で

四
十
七
年
目
を
迎
え
る
歴
史

あ
る
も
の
で
す
。

　

生
徒
諸
君
、
頑
張
れ
！

生徒代表挨拶　拓陽高３年　高久美貴さん

西塚組合長より激励の挨拶

計根別農協和牛生産振興会 実演会
～ジェット煙霧機「プルスフォグ」～

　

六
月
十
七
日
（
金
）、
漆
原
俊
之
牧
場
に

て
ジ
ェ
ッ
ト
煙
霧
機
「
プ
ル
ス
フ
ォ
グ
」
の

実
演
会
を
行
い
、
会
員
十
二
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

昨
年
、
宮
崎
県
の
口
蹄
疫
の
発
生
な
ど
に

よ
り
会
員
内
で
防
疫
に
つ
い
て
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
畜
舎
に
省
力
で
散

布
で
き
る
噴
霧
機
が
標
津
や
別
海
に
て
導
入

さ
れ
効
果
が
出
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
当
会
も
さ
っ
そ
く
そ
れ
を
販

売
し
て
い
る
日
本
全
薬
工
業
株
式
会
社
の
川
口
敦
司
氏
並
び
に
山
崎

裕
志
氏
に
お
願
い
し
て
説
明
と
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
煙
霧
機
は
燃
焼
で
行
う
も
の
で
は
な
く
超
高
速
気
流
と
衝
撃

波
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
拡
散
す
る
も
の
で
、
消
毒
や
殺
虫
作
業
が
簡
単
に

行
え
、
三
〇
〇
坪
の
散
布
が
五
分
で
行
え
る
そ
う
で
す
。
価
格
は
約

三
〇
万
円
と
、
五
〇
万
円
の
二
タ
イ
プ
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

早
速
、
漆
原
牧
場
の
乾
乳
舎
に
て
散
布
を
行
っ
て
み
ま
し
た
。
煙

霧
機
は
簡
単
に
ス
タ
ー
ト
が
で
き
操
作
も
手
軽
で
、
音
は
な
か
な
か

す
ご
い
も
の
で
す
が
み
る
み

る
施
設
内
が
煙
で
満
た
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。
煙
霧
中
、

牛
た
ち
は
音
に
対
し
少
し
驚

い
た
程
度
で
す
ぐ
に
慣
れ
は

じ
め
作
業
後
、
五
分
ぐ
ら
い

で
煙
が
引
き
ま
し
た
。

　

実
演
終
了
後
、
正
美
公
園

に
て
和
牛
肉
の
試
食
を
兼
ね

て
慰
労
会
を
行
い
、
い
ろ
い

ろ
な
意
見
を
交
え
る
こ
と
が

で
き
良
い
企
画
と
な
り
ま
し

た
。　
　
《
酪
農
課　

小
林
》
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酪
農
実
習
を
終
え
て

販
売
課
　
坂
　
元
　
み
ち
る

　

私
は
、
六
月
二
十
七
日
か
ら
七
月
三

日
ま
で
、
長
谷
川
孝
二
さ
ん
の
お
宅
に

農
家
実
習
と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

　

初
日
は
、
夕
方
く
ら
い
に
牛
舎
へ
行

き
、
搾
乳
を
し
ま
し
た
。
一
度
だ
け
、

高
校
生
の
時
に
や
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
牛
に
け
ら
れ
そ
う
に
な
っ

て
怖
く
て
で
き
な
か
っ
た
り
と
、
初
日

は
、
ほ
と
ん
ど
な
に
も
で
き
な
い
状
態

で
し
た
。

　

搾
乳
が
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
三
日
目
ぐ
ら
い
か
ら
で

し
た
。

　

搾
乳
す
る
頭
数
も
増
え
、
怖
が
り
な

が
ら
も
、
搾
乳
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

少
し
な
れ
る
と
「
楽
し
い
か
も
」
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
搾
乳
以
外

に
も
牛
が
水
を
飲
む
と
こ
ろ
を
掃
除
し

た
り
し
ま
し
た
。
掃
除
し
終
わ
っ
た
あ

と
奥
さ
ん
に
「
す
ご
い
キ
レ
イ
に
な
っ

た
、
あ
り
が
と
う
。
Ａ
型
!?
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
誉
め
ら
れ
た
時
も
嬉
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
Ａ
型
な
の
に
Ａ
型

に
見
ら
れ
な
い
私
に
と
っ
て
は
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　

一
週
間
、
草
時
期
と
も
あ
っ
て
忙
し

い
中
、
農
家
実
習
の
受
け
入
れ
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
長
谷
川
さ
ん
の
お
宅
に
は
、

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
何
も
で
き

な
く
、
た
く
さ
ん
ご
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

優
し
い
旦
那
さ
ん
、
奥
さ
ん
、
娘
さ

ん
た
ち
に
囲
ま
れ
て
実
習
で
き
た
こ
と

と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
週
間
農
家
実
習
で
勉
強
で
き
、
良

か
っ
た
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

金
融
課
　
福
　
本
　
留
　
未

　

六
月
二
十
七
日
か
ら
七
月
三
日
ま
で

上
標
津
の
永
利
喜
成
さ
ん
の
お
宅
で
一

週
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
仔
牛
の
ミ
ル
ク
や
り
を
や

ら
せ
て
も
ら
い
、
簡
単
か
な
と
思
っ
て

い
た
ら
予
想
以
上
に
仔
牛
の
力
が
強
く

て
、
必
死
に
ミ
ル
ク
を
持
っ
て
お
く

事
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し

て
、
搾
乳
を
す
る
準
備
を
手
伝
い
、
見

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

近
く
で
見
る
牛
は
当
然
、

仔
牛
よ
り
も
何
倍
も
大

き
く
て
、
し
ば
ら
く
圧

倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

搾
乳
時
に
は
前
搾
り
か

ら
や
ら
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
自
分
の
手
で
搾
る

の
は
今
ま
で
一
度
も
し

た
事
が
な
か
っ
た
の
で
、

と
て
も
貴
重
な
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
握
れ

ば
ミ
ル
ク
が
出
る
分
け
で
は
な
く
、
そ

れ
に
は
コ
ツ
が
必
要
で
、
私
に
は
上
手

く
コ
ツ
を
掴
む
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
で
も
何
度
か
や
っ
て
い
る
と

ミ
ル
ク
が
少
し
出
た
の
で
、
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

　

二
日
目
か
ら
は
前
日
と
同
じ
事
を
や

り
、
そ
れ
に
加
え
て
、
汚
れ
て
し
ま
っ

た
仔
牛
の
寝
わ
ら
を
片
づ
け
る
作
業
も

や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
の
実
家
は
農
家
で
は
な
か
っ
た
の

で
全
て
の
事
が
新
鮮
で
と
て
も
学
ぶ
事

が
多
か
っ
た
で
す
。
こ
の
短
い
一
週
間

の
間
で
仔
牛
が
三
頭
も
産
ま
れ
、
初
め
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と
が
で
き
ま
し
た
。

　

実
習
終
わ
り
に
薫
生
さ
ん
に
「
今
回

の
実
習
は
ム
ダ
に
は
な
ら
な
い
と
思
う

か
ら
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
今
回
実
習
を
体
験
し
て
と

て
も
良
い
経
験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
経
験
を
今
後
の
仕

事
の
な
か
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
実
習
を
受

け
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
渡
辺
さ
ん
、

一
週
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

酪
農
課
　
田
　
村
　
慎
　
吾

　

今
回
、
新
採
用
職
員
農
家
実
習
と
い

う
こ
と
で
加
藤
和
広
さ
ん
家
に
七
月
四

日
か
ら
十
日
ま
で
の
一
週
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
私
は
、
酪
農
実
習
の
経

験
が
な
か
っ
た
の
で
お
手
伝
い
が
で
き

る
か
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、
和
広
さ

ん
と
ご
家
族
の
方
々
の
丁
寧
な
ご
指
導

の
お
陰
で
少
し
は
お
役
に
立
つ
こ
と
が

出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
今
回
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
主
な
仕
事
は
、
親
牛
の
配
合
飼
料

給
与
、
若
牛
の
飼
料
給
与
、
ベ
ッ
ド
の

清
掃
、
飼
槽
の
清
掃
、
搾
乳
で
し
た
。

　

特
に
私
が
難
し
く
感
じ
た
の
は
搾
乳

で
し
た
。
初
め
は
ミ
ル
カ
ー
が
全
く
取

り
付
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
牛

て
牛
の
出
産
を
見
て
、
と
て
も
感
動
し

ま
し
た
。
一
頭
目
は
陣
痛
か
ら
生
ま
れ

る
ま
で
の
間
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
二

頭
目
は
、
出
産
予
定
日
よ
り
も
一
週
間

ほ
ど
早
く
陣
痛
が
き
て
い
て
、
怪
し

い
な
っ
て
話
を
し
て
い
た
ら
、
時
間

が
経
っ
て
も
な
か
な
か
産
ま
れ
て
来

ず
、
永
利
さ
ん
が
引
っ
張
っ
て
い
る
と
、

や
っ
と
産
ま
れ
て
き
た
と
思
っ
た
ら
死

産
で
し
た
。
初
め
て
仔
牛
の
出
産
を
見

た
時
は
、
元
気
に
産
ま
れ
て
き
て
く
れ

て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
ん
で
す
が
、

二
頭
目
は
産
ま
れ
て
き
た
時
に
は
も
う

死
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
の
で
、
と
て
も

悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
三
頭

目
は
、
朝
起
き
た
ら
既
に
産
ま
れ
て
い

て
元
気
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。
命
の
大

切
さ
を
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

他
に
も
様
々
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
学
ん
だ
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
永
利
さ
ん
の
御
家
族
に
も
仲
良

く
し
て
い
た
だ
き
、
子
供
達
と
遊
ぶ
事

も
出
来
て
、
と
て
も
楽
し
い
一
週
間
で

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

営
農
支
援
課
　
沼
　
倉
　
亜
　
季

　

七
月
四
日
か
ら
七
月
十
日
ま
で
大
成

の
渡
辺
薫
生
さ
ん
の
牧
場
で
酪
農
体
験

実
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ミ
ル
ク
を
作
っ
て
子
牛
に
ミ
ル
ク
を

あ
げ
た
り
、
親
牛
に
飼
料
を
あ
げ
た
り
、

エ
サ
箱
を
掃
除
し
た
り
、
搾
乳
の
準
備

を
し
た
り
、
実
際
に
搾
乳
も
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
さ
い
頃
に
、
実
家
の
フ
リ
ー
ス

ト
ー
ル
で
の
搾
乳
の
経
験
は
あ
っ
た
の

で
す
が
、
つ
な
ぎ
牛
舎
で
の
経
験
は
な

か
っ
た
の
で
、
牛
を
牛
舎
に
入
れ
、
搾

乳
を
し
て
牛
を
牛
舎
か
ら
出
す
、
と

い
っ
た
流
れ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
ど
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
牛
を
だ
し
て
も
良
い
の

か
、
な
か
な
か
つ
か
め
ず
、
渡
辺
さ
ん

か
ら
の
指
示
を
待
つ
ば
か
り
で
し
た
。

　

酪
農
家
の
大
変
さ
を
身
近
で
見
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
実
習
を
体
験
し
て
改

め
て
酪
農
家
の
大
変
さ
を
実
感
す
る
こ

の
蹴
り
を
恐
れ
て
腰
が
引
け
て
い
ま
し

た
。
回
数
を
熟
す
こ
と
で
牛
へ
の
恐
怖

心
も
消
え
、
ご
指
導
の
お
陰
で
ミ
ル

カ
ー
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
司
さ
ん
に
は
妊
娠
鑑
定
の
練

習
の
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
授
精

師
と
し
て
の
技
術
も
向
上
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
酪
農
実
習
で
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
加
藤
さ
ん
と
ご
家
族
の
方
々
に

は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
実
習
で

得
た
経
験
は
こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
必
ず

役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
活

か
し
て
酪
農
発
展
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



12

生 乳 販 売 情 報

市 場 情 報

平成23年度6月末　管内農協生乳受託実績表　（㎏）

農　　協　　名
月　　　　　計 累　　　　　計

搾乳戸数
乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比

Ｊ Ａ 標 津 町 8,319,870 97.5 24,880,170 99.4 156
Ｊ Ａ 中 標 津 町 10,731,400 99.5 32,231,574 101.4 188
Ｊ Ａ 計 根 別 7,438,106 99.1 21,970,207 99.4 160
Ｊ Ａ 中 春 別 9,652,760 94.8 29,059,890 96.8 183

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 8,255,391 95.5 24,526,259 97.9 167
上 春 別 支 所 5,369,327 97.5 16,043,942 98.8 86
別 海 本 所 14,348,123 94.0 41,719,799 96.5 273
根 室 支 所 4,310,470 95.2 12,195,021 95.0 94

小　　　　計 32,283,311 95.1 94,485,021 97.0 620
合　　　　　計 68,425,447 96.4 202,626,862 98.2 1,307

ホクレン根室家畜市場 一般市場 7月6日開催分　税込み

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
初生・ホル　オス 243 235 85,050 1,050 41,182 -2,668
初生・ホル　フリーマチン 14 14 9,450 105 3,255 267
初生・ホル　メス 13 13 207,900 137,550 172,685 36,535
初生・Ｆ１　オス 127 123 205,800 10,500 146,898 -12,042
初生・Ｆ１　メス 114 109 137,550 14,700 87,237 -15,863
初生・和牛　オス 10 9 304,500 242,550 273,583 10,966
初生・和牛　メス 5 4 262,500 190,050 233,625 120,225
乳牛・ホル　育成 9 9 364,350 7,350 242,900 -37,995
乳牛・ホル　初妊 13 9 451,500 315,000 407,867 -37,727
乳牛・ホ無　初妊牛
乳牛・ホル　経産 7 7 312,900 157,500 223,200 -97,972
乳牛・ホ無　経産 7 7 287,700 173,250 222,150 -22,703
肉素・和牛　オス
肉素・乳用交雑（F1）メス 114 109 137,550 14,700 87,237 -45,063
肉素・ホル中トク　メス 127 123 205,800 10,500 146,898 46,098
肉素・ホル中トク　オス 2 2 39,900 25,200 32,550 13,125
肉素・ホル中トク　ﾇキ 1 1 43,050 43,050 43,050 5,250
肉素・ホル12ヶ月以上メス 9 9 211,050 10,500 143,033 17,558
繁殖・乳用交雑種

廃 用 ・ 和 牛 3 3 222,600 139,650 189,700
廃用・Ｆ１（交雑種） 1 1 127,050 127,050 127,050 -2,625
廃 用 ・ ホ ル 135 135 225,750 52,500 130,223 13,598
廃 用 ・ そ の 他 1 1 136,500 136,500 136,500 103,950

ホクレン根室家畜市場 乳牛市場（セール）6月23日開催分 税込み

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　初妊 462 406 590,100 263,550 489,652 -30,443
乳牛・ホル初妊ET 19 17 690,900 556,500 624,503 18,390
乳牛・ホ無　初妊 19 13 485,100 378,000 436,638 -33,387

合　　　　計 500 436 690,900 263,550 493,329 -27,554

計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　7月25日現在 900円

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　6月20日開催分　　　　　税込み

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉牛・黒毛　メス 581 525 469,350 110,250 326,668 -28,267
肉牛・黒毛　メス　ＥＴ 141 125 662,550 233,100 394,078 -15,281
肉牛・黒毛　メス計 722 650 662,550 110,250 339,631 -25,717
肉牛・黒毛　去勢 721 643 553,350 80,850 410,981 -16,591
肉牛・黒毛　去勢　ＥＴ 235 215 553,350 99,750 427,008 -14,658
肉牛・黒毛　去勢計 956 858 553,350 80,850 414,997 -15,696
繁 殖 ・ 黒 毛 54 47 590,100 110,250 369,578 -9,008
廃 用 ・ 黒 毛 63 61 330,750 50,400 133,815 -54,813

　　　　　7月１日現在
乳　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満 3,493 − 102
未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上 4,491 − 69
そ の 他 の 未 経 産 16 − 2

計 8,000 − 173
経 産 牛 （ ホ ル ） 11,285 51
そ の 他 の 経 産 牛 20 − 2

計 11,305 49
合　　　　　　　計 19,305 − 124

肉　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差
黒 毛 和 種 　 メ ス 336 4
黒 毛 和 種 　 オ ス 48 10

計 384 14
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 メ ス 60 17
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 オ ス 48 8

計 108 25
合　　　　　　　計 492 39
総　　　合　　　計 19,797 − 85

計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数
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夏場の環境性乳房炎を防ごう！
～ポイントをおさえて管理を強化しましょう～

　

根
室
地
区
で
は
例
年
７
月
か
ら
環

境
性
乳
房
炎
が
増
え
て
き
ま
す
。
こ

の
時
期
は
気
温
や
湿
度
が
高
く
、
乳

牛
の
ス
ト
レ
ス
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

昨
年
は
猛
暑
の
影
響
も
あ
り
、
乳
牛

の
体
力
や
免
疫
力
が
低
下
し
、
環
境

性
乳
房
炎
が
多
発
し
ま
し
た
（
図
１

根
室
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
よ
り
）。

　

今
回
は
夏
場
に
多
発
す
る
環
境
性

乳
房
炎
を
防
ぐ
た
め
の
飼
養
管
理
の

ポ
イ
ン
ト
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

 

１　

環
境
性
乳
房
炎
と
は

　

環
境
性
乳
房
炎
は
、
伝
染
性
乳
房

炎
に
比
べ
感
染
力
は
弱
い
で
す
が
、

原
因
菌
は
土
壌
や
牛
体
、
糞
尿
に
常

在
し
て
い
る
た
め
農
場
か
ら
な
く
す

こ
と
は
難
し
い
で
す
（
表
１
）。

　

環
境
性
乳
房
炎
の
原
因
菌
を
増
や

さ
な
い
よ
う
、
牛
舎
内
の
気
温
や
湿

度
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

 

２　

 

飼
養
管
理
と
搾
乳
作
業
の

再
確
認

⑴�

飼
養
環
境
は
ク
リ
ー
ン
＆
ド
ラ
イ

を
心
が
け
て
！

　

乳
房
炎
の
原
因
菌
を
増
や
さ
な
い

た
め
に
は
、
牛
床
を
清
潔
で
乾
燥
さ

せ
る
こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

　

以
下
の
よ
う
な
日
常
の
管
理
を
強

化
し
ま
し
ょ
う
。

〈
ポ
イ
ン
ト
１
〉

ア　

牛
舎
内
の
換
気
を
良
く
し
、
牛

床
を
乾
か
す
（
写
真
１
）

イ　

牛
床
の
除
糞
、
手
入
れ
の
回
数

を
増
や
す

ウ　

綺
麗
な
敷
料
を
乳
房
周
辺
に
入

れ
、乳
房
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
す
る

エ　

カ
ウ
ト
レ
ー
ナ
ー
を
全
頭
合
わ

せ
る

オ　

牛
床
に
衛
生
資
材
（
ク
リ
ー
ン

サ
ポ
ー
ト
や
エ
ス
カ
リ
ウ
等
）
を

散
布
利
用
す
る
（
写
真
２
）

カ　

泥
濘
化
し
や
す
い
パ
ド
ッ
ク
や

牛
道
の
整
備
を
心
が
け
、
牛
体
を

汚
さ
な
い
よ
う
に
す
る

⑵�

搾
乳
作
業
で
は
乳
頭
口
か
ら
菌
を

侵
入
さ
せ
な
い
！

　

搾
乳
時
、
乳
頭
口
か
ら
乳
房
炎
の

原
因
菌
を
侵
入
さ
せ
な
い
よ
う
、
搾

乳
前
に
乳
頭
、
乳
頭
口
の
汚
れ
を

し
っ
か
り
取
り
除
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

以
下
の
よ
う
な
搾
乳
作
業
を
心
が

け
、
菌
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

〈
ポ
イ
ン
ト
２
〉

ア　

乳
頭
の
汚
れ
を
拭
き
取
り
、
プ

レ
デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
で
殺
菌
し
乳
頭

口
ま
で
し
っ
か
り
清
拭
す
る

イ　

ラ
イ
ナ
ー
ス
リ
ッ
プ
を
防
ぐ
た

め
乳
頭
が
乾
い
て
か
ら
ミ
ル
カ
ー

を
装
着
す
る

ウ　

ポ
ス
ト
デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
で
乳
頭

口
の
保
護
を
し
っ
か
り
行
う
（
写

真
３
）

エ　

乳
頭
口
が
閉
ま
る
ま
で
寝
か
せ

な
い
、
外
に
出
さ
な
い
（
搾
乳
後

15
～
30
分
）

　

飼
養
管
理
と
搾
乳
作
業
を
見
直
し

夏
場
の
環
境
性
乳
房
炎
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

13

写真１　可動式扇風機等を利用し牛床や
　　　　通路を乾燥させる

表 1　乳房炎の主な原因菌

環境性乳房炎
・環境性連鎖球菌（OS）
・大腸菌　　　　　など

伝染性乳房炎
・黄色ブドウ球菌（SA）
・無乳性連鎖球菌（SAG）
・マイコプラズマ　など

図１　�根室地区ＮＯＳＡＩ組合員による環境性乳房炎の初診
件数（Ｈ21～ 22）

※�併発疾病は除外、一部伝染性の連鎖球菌を含む

写真２　牛床の半分から後方に
　　　衛生資材を散布する

写真３　ディッパーで乳頭全体を薬剤
　　　　に浸し、しっかり保護する
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15

【タテのカギ】
１　平和の象徴とされる鳥

２　にわとりが先か○○○が

先か

３　金槌で打ち込みます

４　日没から日の出まで

６　道理にあわないこと

８　「孑孑」って読める？

９　花より○○○

10　鳴き声がニャーニャーと

聞こえることから名づけ

られた鳥

13　一方が呼びかけ、相手が

答えること

15　駅伝で、次の走者に渡し

ていくものは？

17　鳥や動物を追い立てて捕

らえること

【ヨコのカギ】
１　鶴が恩を返そうと織りま

した
３　オスが尾羽を広げると、

豪華な扇のようです
５　鳥かごで、鳥が羽を休め

る場所
７　守り札
８　ヒットにも犠打にもなり

ませんでした
11　よだれかけをして道端に

立っています
12　まだ独身です
14　一卵性だと見分けがつか

ないかも？
16　「新しい」という意味。

○○ロマンティシズム
17　繁華街のごみをえさに、

都市部で繁殖する鳥
18　姿は鳥のようですが、実

は哺乳類
19　桃太郎のお供をした鳥

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを
　さしあげます。なお、正解者多数の場合
　は抽選とさせていただきます。
《応募方法》左下の点線の部分を事務所内
（販売機横）の投書箱へ。または、組織
広報係までＦＡＸ（78-2556）お願いし
ます。
《締め切り》平成23年８月15日まで
　当選者の発表は「けねべつ」８月号誌上

クロスワードパズル

A B C

クロスワードパズル
住　所

ご意見をお寄せ下さい。（季節の便りなど何でもけっこうです）

氏　名

ＴＥＬ

答え

きりとり線

き
り
と
り
線

きりとり線

き
り
と
り
線

抽選の結果下記の方が当選いたしました。
プレゼントを組織広報係でお受け取り下さい。

クロスワードパズル
６月号の答え タカラクジ

漆原ミツ子さん　稲垣テツ子さん　中田ケイ子さん
髙橋　英里さん　岩本めぐ美さん　佐藤　文子さん

A B C D E

Ｃ

Ｂ

A Ｄ

Ｅ

1 2 3 4

5 6

7 8 9

10 11

12 13 1514

16 17

18 19

　

こ
の
度
、
六
月
三
十
日
付
を
以
て
退
職
さ
せ
て
頂
く
事

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
た
の
も
組
合
員

皆
様
、
役
職
員
や
関
係
各
位
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
指
導

の
お
陰
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

在
職
中
は
、
金
融
課
と
営
農
課
を
担
当
さ
せ
て
頂
き
、
そ
の
中
で
人
と
の
繋
が

り
の
大
切
さ
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
判
ら
な
い
事
も
多
く
、
皆
様
方
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
十
年
の
間
教
え
て
頂
い
た
事
、
体
験
さ
せ
て
頂
い
た
事
を
忘
れ

ず
に
、
新
し
い
生
活
に
役
立
て
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
今
後
益
々
の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

退
職
の
ご
挨
拶

中
村
　
美
和



編集／計根別農業協同組合  営農部  営農企画課
発行日／平成23年７月27日

　ＴＢＳテレビの人気番組である『紳助社長のプロデュース大作戦！』のお見合い企画に
別海町が選ばれ町内の独身男性16名（内当ＪＡ後継者３名）が参加出演することになりま
した。
　このお見合い企画は、今年の３月に宮崎県の木城町で行われた企画が始まりで今回はそ
の第２段。別海町産業後継者対策相談所で応募したところ見事、別海町が選ばれ出演する
事となりました。先ずは参加女性を募るため、出演男性の写真撮影やビデオレターの撮影
を行い６月上旬にテレビ放送したところ沢山の女性から応募がありました。結局、仕事の
都合等により、33名の女性（19歳〜38歳）が別海町に来てくれることになりました。
　撮影当日（７月２日〜３日）は天候にも恵まれ、別海町民約1,000人の方が歓迎イベン
トに集まり、小学生による鼓笛隊や和太鼓、更によさこい等でタレントの佐藤Ｂ作さんと
はるな愛さんをはじめ参加女性を出迎えました。
　内容については、初日のお見合い回転寿司（１分間トーク）やフリータイム、２日目の
酪農体験（別海町酪農研修牧場）や最終フリータイムなどを行いましたが時間的には十分
にとれませんでしたが、男女ともにカメラを気にしながらも真剣にパートナーを探してい
たのが印象的でした。
　詳しくは８月２日㈫・８月９日㈫ＰＭ７：00〜７：56の両日の放送予定となっておりま
すのでご覧ください。

『紳助社長のプロデュース大作戦！』
～別海町の花嫁　お見合い大作戦！～

は
る
な
愛
さ
ん
が
参
加
女
性
を

引
き
連
れ
て
…
！

最終『告白タイム !!』

『お見合い回転寿司』（１分間トーク）

別
海
役
場
前
『
い
こ
い
の
森
』

に
て
ご
対
面
!!


